
２か所目は「直近５年のDXの取組み」について、

兵庫県川西市を訪問。コロナ禍を契機に、市長が先

導するICT会議を設置し、トップダウンで取組む体

制を構築して、庁内の働き方改革や市民サービスの

向上を進めていました。市民に好評なものは、窓口

のキャッシュレス決済・ごみアプリ・オンライン申

請などで、今後は窓口の遠隔相談の拡充など、さら

に利便性を高める計画をされているとのこと。

この取組みはアフターコロナも見据えて、「不足

する知識を補うために、外部からDX経験者の登用と

デジタル庁への職員派遣」や「業務に精通する各課

のキーマンが中心となり、デジタル化する業務の抽

出や実行」を進めたことが結果に繋がった様です。
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１月２７～２８日に所属会派“市民クラブ”の視

察研修を、他の会派と合同で実施しました。

今回は行政DX※１をテーマに、1か所目は「市民に

やさしいDXの取組み」について兵庫県明石市を訪問。

「市民にやさしいインクルーシブ※２なDX」をキー

ワードに、デジタル技術を活用した多様な市民ニー

ズの対応と業務の効率化を進めており、意欲ある職

員による手上げ式の人材育成などにより、オンライ

ン申請は４９２手続き（６４％）が完了するなど、

計画を上回る成果が得られていました。（中津川市

は３９手続き） これはデジタル推進委員の成果物

を組織の財産と考え、見本市を庁内で開催し類似す

る業務に波及することで実績を増やしています。

また、見本市を他の自治体にも共有してはどうか

と声があがり、昨年２月には外部参加も受付け、オ

ンラインも含め全国から５０の自治体が参加したと

のこと。好評で今年も継続して実施されます。

※1 行政DXとは

〔DX：デジタルフォーメーション（デジタル変革）〕

少子高齢化や人口減少により行政運営の持続可能

性が課題となる中、デジタル技術を活用した業務

効率化とオンラインサービスの推進により、住民

サービスの向上と職員負担の軽減を図るものです。

※2 インクルーシブとは

すべての人を受け入れ、共に生活する社会を目指

す考え方のこと。

＜まつざきの考え＞ 中津川市でも子育て関連や施設

のオンライン予約などで、市民が取組みを目にする機

会が増えていますが、視察先と比べると遅れもありま

す。視察先の事例を伝え、職員が効果を実感できる取

組みとすることが市民サービスにも繋がると考えます。
2021年から政治大学校で一緒に学んでいる
川北まさる川⻄市議が⾯会に来てくれました！
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Vリーグ女子
中津川大会（2/8）

多くの方に
来場いただ
きました

伝統の川上
（かわうえ）
子ども文楽

思ったより
難しい�

最後の中津川開催（残念です）



1(日) デンソーテン ボッチャ大会
中津南地区３世代交流

さわやか芸能フェスティバル
2(月) 全トヨタ）議員団定例会 (刈谷市)
7(土) 域学連携成果発表会
8(日) 衆議院議員選挙投票日

Ｖリーグ⼥⼦ 中津川大会
10(火) 議会改革特別委員会

議員連絡協議会
13(⾦) テン労組 中央委員会
14(土) 消防団 団本部⾏事
15(日) デンソーテン チャリティー講演会
20(⾦) 苗木地区 区⻑会

落合地区 区⻑会
24(火) 本会議（初日）〜3/27（⾦）

2026年 2月 No.37

2 討議資料

☆情報発信を随時行っています☆
公式ホームページ
https://matsuzaki-makoto.jp/ ホームページ 公式LINE Facebook Instagram

市 政 へ の 意 見 ・ 要 望 や 地 域 の 問 題 等 、
お 気 軽 に ご 相 談 下 さ い 。
携 帯 電 話 ： 0 9 0 - 7 2 5 7 - 6 5 8 8

Eメール：info@matsuzaki-makoto.jp

域学連携成果発表会の聴講

まつざき誠後援会では、新規会員を募集し

ています。ご支援いただける中津川市内に

お住いの知人や友人をご紹介ください。

中津川市民病院のお知らせ臨時会が開かれました （１月２６日）

《報告（補正予算 1/19専決）》

１. 衆議院議員総選挙の経費：6,725万円

衆議院の早期解散を首相が表明したため、

総選挙の準備及び投開票等に必要な経費

・選挙管理委員会委員、投票立会人、

会計年度任用職員等の報酬

・投開票事務従事者の手当て

・ポスター掲示場設置及び撤去委託料等

《補正予算》

１. エネルギー・食料品価格等の物価高騰への対応

①なかつがわくらし応援券の配布：７億9,937万円

市民の暮らしへの負担軽減を図るため、市内で使

える商品券を市民１人あたり10 ,000円分を配布。

対象：令和8年3月1日現在、中津川市に住民登録が

ある市民 （約73,000人）

内容：1人あたり1シート（1,000円×10枚）

（一般店舗等専用券5枚と大型店舗を含む

全店舗共通券5枚）

使用期間：令和8年5～9月（予定）

②畜産農家の粗飼料購入代の助成：4,432万円

畜産農家へ粗飼料価格高騰対策支援給付金を支給

初診時選定療養費が変更されました。

継続した地域医療の確保を目的に、他の医療機

関からの紹介状を持たずに初めて受診する場合に

いただく「初診時選定療養費」が、２月１日より

下記のように変更されています。

※初診時選定療養費とは、地域のかかりつけ医と

200床以上の病院との役割分担および適正受診

を促進するため、国がみとめている費用です。

改定金額【改訂前】 1,100円（税込）

【改定後】 3,300円（税込）

＜背景＞

紹介状を持たない初診患者の増加により軽症患

者の診療が増すことになり、入院患者への治療や

急性期医療への対応に影響が出ているため。

初診時選定医療費の算定件数（１ヵ月あたり）

20242023202220212020年度

625605580584526件数(人)

２月７日に開催され、昨年に引き続き聴講しました。

１０の大学や高校が地場産業や観光・定住など、地域

の課題を様々な観点から調査分析した成果が報告され、

東濃５市の銘酒セットを企画から販売まで行った事例

や、高校生の観光と健康づくりを組合わせた提案など、

若者目線の興味深い報告を聞くことができました。来

年度の取組みに期待します。

小栗市長の講評 活動報告へのアドバイス

２ 月 の 行 事

講師のスーパーヒューマン
しおりさん


